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1.  平成24年12月期第2四半期の連結業績（平成24年1月1日～平成24年6月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年12月期第2四半期 5,616 6.3 918 67.7 1,039 61.1 605 66.6
23年12月期第2四半期 5,282 △9.0 547 △8.6 645 △5.1 363 △10.9

（注）包括利益 24年12月期第2四半期 710百万円 （137.7％） 23年12月期第2四半期 298百万円 （△23.1％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

24年12月期第2四半期 65.95 ―
23年12月期第2四半期 39.58 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

24年12月期第2四半期 14,963 12,362 82.2 1,339.95
23年12月期 14,169 11,976 84.2 1,298.59
（参考） 自己資本   24年12月期第2四半期  12,304百万円 23年12月期  11,924百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  有  
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

23年12月期 ― ― ― 36.00 36.00
24年12月期 ― ―
24年12月期（予想） ― 45.00 45.00

3. 平成24年12月期の連結業績予想（平成24年 1月 1日～平成24年12月31日）  
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  有   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 10,832 4.5 1,934 39.1 1,899 21.1 1,100 42.3 119.82



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  無  

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（注）詳細は、添付資料の３ページ「サマリー情報（注記事項）に関する事項」をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく
四半期財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。  

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
１．平成24年２月８日に発表しました業績予想は、本資料において修正をしております。 
２．平成24年２月８日に発表しました配当予想は、本資料において修正をしております。 
３．上記に記載した予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報及び将来の経済環境予想等の前提に基づいて作成したものであり、実際の業績及び
配当は、今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 

※  注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  有
② ①以外の会計方針の変更   ：  無
③ 会計上の見積りの変更   ：  無
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 24年12月期2Q 9,350,000 株 23年12月期 9,350,000 株
② 期末自己株式数 24年12月期2Q 167,473 株 23年12月期 167,351 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 24年12月期2Q 9,182,569 株 23年12月期2Q 9,182,665 株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災の復興需要やエコカー補助金などの政策効果に

より国内需要が堅調となり、自動車や小売業の景況感が改善しました。しかし、欧州債務危機問題の長期化や新興

国経済の減速といった海外需要の下振れ懸念は依然として根強く、景気の先行きは不透明な状況が続いておりま

す。 

 当業界におきましても、製造業は国内の設備過剰感が強く回復力に乏しいものの、復興需要が期待される建設、

小売業などの非製造業がおいて設備投資ニーズの増大が予想されております。 

 このような環境のなかで、当社グループは、システムインテグレータとして、多様化するお客様のニーズにフレ

キシブルに対応するため、業種別ソリューション、アウトソーシング、ネットワークの３つの重点戦略を掲げ、積

極的に営業展開を進めてまいりました。 

 具体的には、前期に減収減益となった反省を踏まえ、①商品化の促進、②ソフトウェア開発業務ならびにプロジ

ェクト管理の改善、③ＥＲＰ商品化の推進に努めてまいりました。 

 以上の結果、当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高56億16百万円（前年同期比6.3％増）、営業利益9 

億18百万円（同67.7％増）、経常利益10億39百万円（同61.1％増）、四半期純利益6億5百万円（同66.6％増）とな

りました。 

 セグメントの業績は次のとおりであります。 

①情報処理・ソフトウェア開発業務 

 情報処理・ソフトウェア開発業務としましては、ソフトウェア業務、システム運用業務、ファシリティサービス

業務等であります。当第２四半期連結累計期間においてソフトウェア開発の受注及びシステム運用業務が堅調に推

移したことに加え、収益面でもプロジェクト管理の改善が進展し、売上高は48億28百万円（前年同期比3.4％

増）、営業利益は8億5百万円（同83.0％増）となりました。 

②機器販売業務 

 機器販売業務としましては、サーバ、パソコン、プリンター、周辺機器等のハードウェアの販売業務でありま

す。当第２四半期連結累計期間において得意先の大量のハードウェア入れ替え需要があり、売上高は6億25百万円

（前年同期比36.1％増）、営業利益は66百万円（同16.3％増）となりました。 

③リース等その他の業務 

 リース等その他の業務としましては、各種事務用機器のリース、ビル・マンションの不動産賃貸の業務でありま

す。当第２四半期連結累計期間において東日本震災の復興需要により主要な取引先である建設業界の受注環境が改

善し、売上高は1億62百万円（前年同期比5.4％増）、営業利益は46百万円（同7.3％減）となりました。 

   

   

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

①財政状態の変動状況  

 当第２四半期連結会計期間末における総資産は149億63百万円となり、主として有価証券及び投資有価証券の増

加により前連結会計年度末に比べて7億93百万円増加しました。総負債は26億円となり、主として未払法人税等の

増加により前連結会計年度末に比べて4億7百万円増加しました。純資産は123億62百万円となり、主として利益剰

余金及びその他有価証券評価差額金が増加したことにより前連結会計年度末に比べて3億85百万円増加しました。 

  

②キャッシュフローの状況  

 当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物は、営業活動によるキャッシュ・フローが11億48百万円

の増加、投資活動によるキャッシュ・フローが8億97百万円の減少、財務活動によるキャッシュ・フローが3億32百

万円の減少となりました。 

 この結果、当第２四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物の残高は、前年同四半期連結累計期間末と

比較して1億41百万円増加し、9億76百万円となりました。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第２四半期連結累計期間における営業活動によるキャッシュ・フローの増加は、主として税金等調整前四半期

純利益10億29百万円等によるものです。なお、前年同四半期連結累計期間は6億63百万円の増加でした。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第２四半期連結累計期間における投資活動によるキャッシュ・フローの減少は、主として有形固定資産の取得

による支出5億17百万円及び投資有価証券の取得による支出3億94百万円等によるものです。なお、前年同四半期連

結累計期間は8億4百万円の減少でした。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第２四半期連結累計期間における財務活動によるキャッシュ・フローの減少は、主として配当金の支払額３億

１．当四半期決算に関する定性的情報
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30百万円等によるものです。なお、前年同四半期連結累計期間は3億67百万円の減少でした。 

   

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 平成24年12月期通期の業績予想につきまして、売上面ではデータエントリー業務の受注増加により、利益面では

前記及び不採算プロジェクトの減少による収益改善等の要因により、それぞれ上方修正いたしました。 

 また、上記業績予想の上方修正により、当期の配当予想を増額させていただくことといたしました。 

 詳細につきましては本日平成24年８月６日発表の「業績予想の修正及び配当予想の修正に関するお知らせ」をご

参照願います。 

 なお、業績予想及び配当予想につきましては、当社グループが発表日現在において入手可能な情報による判断及

び仮定により算出しております。従いまして、予想に内在する不確定要素や今後の経済状況、環境の変化等によ

り、実際の業績及び配当は当該予想と異なる場合がありますのでご承知おきください。   

   

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

 該当事項はありません。 

   

   

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

 該当事項はありません。 

   

   

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

  会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用 

  当第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び

誤謬の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号 平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に

関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号 平成21年12月４日）を適用しております。 

   

 該当事項はありません。 

   

   

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

３．継続企業の前提に関する重要事象等
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４．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成23年12月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成24年６月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,058,257 976,745

受取手形及び売掛金 1,384,554 1,272,219

有価証券 363,320 661,690

商品 5,968 5,170

仕掛品 325,447 489,410

繰延税金資産 174,083 165,472

その他 104,961 60,969

貸倒引当金 △7,849 △2,323

流動資産合計 3,408,745 3,629,354

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 1,715,694 1,697,964

機械装置及び運搬具（純額） 90,475 83,855

土地 4,339,458 4,339,458

その他（純額） 968,009 1,386,562

有形固定資産合計 7,113,636 7,507,841

無形固定資産   

のれん 7,083 5,383

その他 9,026 7,920

無形固定資産合計 16,110 13,303

投資その他の資産   

投資有価証券 3,255,575 3,528,514

前払年金費用 16,584 14,906

繰延税金資産 269,255 199,939

その他 91,478 69,596

貸倒引当金 △1,634 △275

投資その他の資産合計 3,631,258 3,812,681

固定資産合計 10,761,005 11,333,826

資産合計 14,169,750 14,963,181
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（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成23年12月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成24年６月30日) 

負債の部   

流動負債   

買掛金 337,804 434,624

関係会社短期借入金 2,079 －

未払法人税等 306,800 409,300

賞与引当金 224,034 232,237

その他 1,282,110 1,493,396

流動負債合計 2,152,829 2,569,558

固定負債   

役員退職慰労引当金 30,599 21,265

その他 9,616 9,803

固定負債合計 40,215 31,068

負債合計 2,193,045 2,600,626

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,370,150 1,370,150

資本剰余金 1,302,350 1,302,350

利益剰余金 9,923,655 10,198,635

自己株式 △243,453 △243,580

株主資本合計 12,352,701 12,627,555

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 △428,183 △323,417

その他の包括利益累計額合計 △428,183 △323,417

新株予約権 51,806 58,040

少数株主持分 380 376

純資産合計 11,976,705 12,362,554

負債純資産合計 14,169,750 14,963,181
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
（四半期連結損益計算書） 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年１月１日 
 至 平成23年６月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年１月１日 
 至 平成24年６月30日) 

売上高 5,282,588 5,616,404

売上原価 3,886,069 3,826,823

売上総利益 1,396,519 1,789,581

販売費及び一般管理費 848,845 871,060

営業利益 547,673 918,521

営業外収益   

受取利息 30,555 28,630

受取配当金 52,179 61,619

有価証券売却益 － 3,480

デリバティブ評価益 4,092 12,015

貸倒引当金戻入額 － 5,526

雑収入 11,168 11,674

営業外収益合計 97,995 122,945

営業外費用   

支払利息 41 4

有価証券売却損 92 1,972

雑損失 132 4

営業外費用合計 267 1,980

経常利益 645,402 1,039,486

特別利益   

貸倒引当金戻入額 2,800 －

役員退職慰労引当金戻入額 650 －

特別利益合計 3,450 －

特別損失   

固定資産除却損 11,085 10,210

投資有価証券評価損 20,729 －

特別損失合計 31,814 10,210

税金等調整前四半期純利益 617,037 1,029,275

法人税、住民税及び事業税 246,748 403,999

法人税等調整額 6,857 19,709

法人税等合計 253,605 423,708

少数株主損益調整前四半期純利益 363,431 605,566

少数株主利益 13 11

四半期純利益 363,417 605,555
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（四半期連結包括利益計算書） 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年１月１日 
 至 平成23年６月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年１月１日 
 至 平成24年６月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 363,431 605,566

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △64,639 104,765

その他の包括利益合計 △64,639 104,765

四半期包括利益 298,791 710,332

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 298,777 710,320

少数株主に係る四半期包括利益 13 11
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年１月１日 
 至 平成23年６月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年１月１日 
 至 平成24年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 617,037 1,029,275

減価償却費 210,388 189,830

のれん償却額 1,699 1,699

受取利息及び受取配当金 △82,734 △90,250

支払利息 41 4

固定資産除却損 11,085 10,210

投資有価証券評価損益（△は益） 20,729 －

デリバティブ評価損益（△は益） △4,092 △12,015

貸倒引当金の増減額（△は減少） △3,979 △6,885

売上債権の増減額（△は増加） 449,972 112,335

たな卸資産の増減額（△は増加） 179,834 △163,163

その他の流動資産の増減額（△は増加） 3,598 45,641

仕入債務の増減額（△は減少） △252,031 96,820

その他の流動負債の増減額（△は減少） △219,386 131,061

その他 8,760 19,705

小計 940,925 1,364,270

利息及び配当金の受取額 65,390 74,383

利息の支払額 △41 △4

法人税等の支払額 △342,627 △290,194

営業活動によるキャッシュ・フロー 663,646 1,148,455

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △350,113 △517,125

投資有価証券の取得による支出 △458,607 △394,693

投資有価証券の売却による収入 3,057 14,108

子会社株式の取得による支出 △146 －

貸付けによる支出 △30 －

貸付金の回収による収入 960 540

投資活動によるキャッシュ・フロー △804,879 △897,170

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） － △2,079

配当金の支払額 △367,306 △330,575

その他 △4 △141

財務活動によるキャッシュ・フロー △367,311 △332,796

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △508,544 △81,511

現金及び現金同等物の期首残高 1,343,559 1,058,257

現金及び現金同等物の四半期末残高 835,015 976,745
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 該当事項はありません。 

   

   

 該当事項はありません。 

   

   

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自平成23年１月１日 至平成23年６月30日） 

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（注）セグメント利益は四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。 

  

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自平成24年１月１日 至平成24年６月30日） 

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（注）セグメント利益は四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。 

   

 該当事項はありません。 

   

   

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

（６）セグメント情報等

  

情報処理・
ソフトウェ
ア開発業務 
（千円） 

機器販売業
務 
（千円） 

リース等そ
の他の業務 
（千円） 

計 
（千円） 

調整額 
（千円） 

四半期連結損
益計算書計上
額（注） 
（千円） 

売上高   

(1) 外部顧客への売上高  4,669,072  459,612  153,903  5,282,588  －  5,282,588

(2）セグメント間の内部

売上高又は振替高 
 208  －  1,125  1,334 (1,334)   －

計  4,669,281  459,612  155,029  5,283,923 (1,334)   5,282,588

セグメント利益  440,135  56,829  50,708  547,673  －  547,673

  

情報処理・
ソフトウェ
ア開発業務 
（千円） 

機器販売業
務 
（千円） 

リース等そ
の他の業務 
（千円） 

計 
（千円） 

調整額 
（千円） 

四半期連結損
益計算書計上
額（注） 
（千円） 

売上高   

(1) 外部顧客への売上高  4,828,657  625,474  162,272  5,616,404  －  5,616,404

(2）セグメント間の内部

売上高又は振替高 
 0  －  2,596  2,596 ( ) 2,596  －

計  4,828,657  625,474  164,868  5,619,001 ( ) 2,596  5,616,404

セグメント利益  805,441  66,080  46,999  918,521  －  918,521

（７）重要な後発事象
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